


　クレチン症マススタリーニングの検査法として TSH 測定が行なわれているが、

検査に日数がかかり、濾紙からの抽出にも 1日を要するので、早期発見・早期

治療の目的を達成するためには、検査を遅滞なく行うと同時に、事務的な流れ

を円滑に進めなければならない。また、わが国の産科では分娩 1ヵ月後の母児

検診が慣行的なので、その時迄に検査結果を主治医に報告しておく必要がある。

しかもわが国の社会情勢として、結果は陽性陰性を問わずすべて書面で報告す

ることが要求されている。このような事務的な業務をできるだけ正確かつ迅速

に処理するため、大阪市環境保健協会ては昭和 53 年度からマイクロコンピュ

ーターを導入した。その結果マススタリーニングの流れは図に示すごとくで、

陰性の報告はほぼ生後 3 週頃、患者呼出しが 23－25 日、診断確定、治療開姶

は 33－39 日で、早期発見の目的をほぼ達成できた。


